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(第 Ⅰ報)

蛋白物質増量石炭酸樹脂接着剤に関する研究

元 蔵 宿 泰 ･後 藤 輝 男 ･掲 出 茂

(木材物理第 1研究窒)

NarayasuMoTONE,TeruoGoTOandSigeruKADITA:StudiesontheWoodAdhesives.

lLExtendingPhenolicResinClueswithProteinaceousMaterials.

(Ⅰ) 鰭 - 諭

第 1報に於て低分子量の石炭酸樹脂に適当な粘度と流動性質を附与せしめるためにWalnut-ShJell

Flourを添 加 した接着剤につき､増量割合と接着九 促進剤添加量 と接着九 ClosedAssembly

Timeと接 着 力 並 に低分子量の石炭酸酬 旨の諸性質等につき検討した｡而して接着剤の盆固形部

分に対 して40%程増量しても固日本合板輸出規格､ 1顎合板規格値に合格する事を認めた｡本報に

於ては同様目的のために蛋白物質である SoybeanMeal,CornMeal,WheatGluten等を添加増

量した接着剤につき合板接着性能の観点か ら検討した次第である｡

(Ⅱ) 本実験ほ用いた石炭酸樹脂の性状並に調製

.J

(A) POResin;第 Ⅰ報 (丑)項に於てのべた場合と同じ､

(B) P1Resin;Phenollモルに Formaldehyde2.5モルの割合に触媒として Pheno11モル

に対して Sodiumhydroxideを9gr.添加して三ツロフラスコ中にて､逆流冷却器を附して93oC以上

の温度で10分間加熟 した後､直ちに冷却した｡本樹脂も反応時間を非常に短 くしたため縮合は甚だ

低い状態であると考えられる｡それ教本樹指も水溶性で､樹脂収量は殆ど100%であった｡榊本樹

脂の色調､合指率､比粘度､pHは下記に示す通 りである｡

Pl･Resin;PhenoIResinmadewith9gram ofSodium hydroxideasCatalyst.

(Mol-Ratio,ofFormaldehydetoPhenolintheRedsinwas2.5:1.0)

色 調 (Colour):red-brown
(lJ)

比 重 (Sp.Gr.);1.167(20つC)

合指率.(ResinContent);50.7%
(C)

比粘度 (Sp.Viscosity);2.43

(註) (b)(C)(d):第丁報 Table1(b)(C)(d)参照)
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CdE
pH ;8.8

何本樹脂の粘度変′化はTab】elに示す様に日時の経過主共に僕に高 くなる程度であるか らStorage
†ヽ

11ifeは相当長いものと思はれる｡

Table1;CangeofViscosityofPhenoIResins

(1)粘度測定は200Cにて行った｡

(C) P2れResin;本樹脂はPhenolより2.88倍反応速塵の早 い m-CresolをPhenolの一部を置

換 して,Formaldehydeと反応せしめた｡即ちPh6nolO.8モル tm_Cre3010.2モルとFormaldehyde

2･5モルを触媒として Sodiumhydroxide9gr,の存在にて93oC以上の温度で10分間反応せしめ直ち

に冷却した｡本樹脂の性質は下記に示す通 りである｡

P2Resin;m-CresolmodifiedPhenoIResinmadewith9gram ofSodium-hydro文ide

asCatalyst

I(Mol-RatioofForm aldehydetoPhenoltoln-Cresolinthe,Resinwas2.5:0.8:0.2)

色調 (Colour);redJbrown
(b)

比重 (Sp.Gr.);1.167(20oC)
㌔

合指率 (ResinCor]tent);49.0%
..く(I)

比粘度 (Sp･Viscosity);2･37(20つC) l

pH(b) ; 8.8

(註).(b)(C)(d):第 Ⅰ報 Tablelの (ち)(C)(d)参照)

∬ 蛋 ･ ′ 白 物 賀

植物性蛋白物質 としては Wheat,Cornの各 Gluter],Soybean,Linseed,Cottonseed.及びPenut

等の各 Mealがある｡然し乍 ら此等の蛋白物質が何れ も石炭酸樹脂の増量剤として適 している封ま

言えない｡即ち蛋白変性石炭酸樹脂成型物に関する既往の報告によれば石炭酸樹脂に用い得る適当

･な蛋白物質は蚤白含有量が高 く,水溶性成分の少いものが最 も適当であ り,高き水分吸収能力を有

するものは樹脂並びに接着剤の固形物含有量を実際以上に低下せしめる倶れがあるか ら不 可 で あ

るo G･E･BABCOCK,A･K･SMITH両氏は石炭酸樹脂に対する蛋白物質増量剤としては水溶性

部分を除去した SoybeanMeal,CornGJutenが最適であるよ報告している｡

本実験に於てはWheatGluten..SoybeanMeal,Corn Mea1-後者の二つのMeal ほ100メ ッ シュ

の許を通った ものを Soxhletの抽出装置を用いて ア セ トシで抽出脱脂した ものである｡- の3

種の蛋白物質を用いた｡

(A) SoybeanMeムト 大豆中に合 くまれる粗蛋白質は産地別によって少々異るも約33-40%含
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有 L Cornに比し約 3倍量の Proteinを含有する｡而して大豆の主要蛋白質は Glicinineさ称する

Proteinで水に可溶性であ り,アルコール可溶性のProteillを狭く ｡ 一柑桧氏の報告によると大豆蛋

白質の6696は Glicinineである｡-以上の様な大豆蛋白質を主成分さする大豆接着剤の一般性質は

(1)耐水性が高いぐむ精鋼性並に展着性が低い(3)カゼイン蛋白接着剤に比し蛋白含有量が少いから出来

るだけ微粉末~よしして表面積を大にする必要がある｡本冥験に於て用いた脱脂 SoybeanMeal中に

は約40%の蛋白を含有していた｡

(B)CornMeal-玉萄黍中に含 くまれる主成分は′殿粉であ り,蛋白含有量は大豆に比し約1,/3で

あるo 而して玉置家中にはア)i,コール可溶性の蛋白即ち Zeinの含有量が割合に多い｡此の Zeir)

は小麦中に含くまれる Gliadin と同様に蛋白謬着割中最 も高い接着力j=耐水性を有しているO 本

実験に於てはアセ トン抽出しか 斤謂脱脂 CornMealを用いたからその主成分は固澱粉であるため

SoybeanMealを用いた場合に比し耐水性は甚だ悪かった｡然し塗布性は SoybeanMealに比し

良好であった｡

(C) WheatGluten一小麦中には約10%'位の蛋白が含くまれ前述の如 く玉萄黍中の Zeinと同様

最 も接着力の高い蛋白腰着剤である｡而して本実験に於ては小麦の粉末に水を加えよく瑳控し餅状

となし此を布に包んで流水に浸漬して澱粉を除去した残部即ち WheatGlutenを用いた｡

Ⅳ接 着 剤 の 調 製

(A) SoybeanMealを増量剤として用いた場合

接着剤は Table2に示す様な3つの Formnlaによって調製した｡

Table2;GlueFormulai

Fol･mula rA

(C)
PhenolicVResin
SoybeanMeall 20

Ac?laetreart轟

0

0

,v
J｢

刑に

;: I ;:

(a)Mixinginweightratio

(b)Accelerater;28%oAmmoniaSolution

(C)PhenolicResin;POResin.RT5,RT45,RT75.

上表に示す様な割合で混合して調製した接着剤の "SolidContent"ほⅠ報の Table4bに示す如

くである｡相単板含水率が接着強度に及ぼす影響の実験に於てほ接着剤は Table3に示す様 な

Formnlaによって調製した｡
い〕

Table3;GlueFormula

Formula 十 A

(.L､
PhenolicResiII

SoybeanMeal

Ⅵ7ater
(Uc月

喜喜 .日 ZS 甘 さ…,'=;a':1≡ ifn?ot:oTt75子b)

■

二 二 二二 二 _二二_ ⊥_二___二 M 二___⊥ _
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(B) CorⅠlMeaユを増量剤として用いた場合｡

接着剤は Table4の如き Form Ⅰ〕iaによって調製した｡
(｡)

Table4;GlueFormula

Formllla

rc)

PhenolicResin

CornMeal

-Water
(吊

Accelerater

a 1 C F (a)(ら)See.footnote(a)(b)of

100 Table2

100 (C)PORe3in･RT5,RT45,RT75･

100 (d)､soildContent;･about声0%

10

偶熟磐温度が接着強度に及ぼす影響の実験に於ては Table4に示す C.Formnlaによって行つ

たのであるが促進剤添加量を15% -CIFormula-及び 20%-C2Formula-よした｡●

(C) WheatGluten を増量利として用いた場合｡

Table2に京す B.Formnla と同様に接着剤を調製して行った｡

即ち本実験に於て調製した樹脂は第 Ⅰ報(Ⅰ)項-POResin一並びに本報告(Ⅰ)項-PIResin,P2

Resin-に於て示した様に粘度が非常に低い亘め,此のままの状態で接着剤として単板表面に塗布す＼､
る時は直ちに単板中に樹脂が婆入して汚染或は妖鯵現象をもた らす｡それ故に適当な粘度に高めて

使周する必要がある｡ 此の自的を第 1義 として各種蛋白物質を添加したのである｡何本樹脂接着剤

の SolidContentはTable3に示したE.F.G.Form ulaで調製した接着剤を除いては大約50%である｡

(V)試験用合板パネル,合板試験片の調製並に接着力試験方法

(Ⅰ)戟(V)項に於てのべた場合と同じである｡

Ⅶ 試 験 結 果 並 び に考 察 ､

(A) SoybeanMealを増量剤として用いた場合

本実験は Table2に示す GlueFom ula によって調製した接着剤を用いて行った｡試験結果は

Table5F短 1に示す如 くである｡

Table5BirchPlywood･StripShearStrength(lb/in2) andWoodFailure(形)for

PhenolicResinGltiesextendedwithSoybeanMeal (a)
BircLb'plyw.｡dStripShearStrengh&W｡｡dFailure

Phen olic

Resin
TestCondition A,Fom ula B.Formula l C.Formula
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(a) Eachrecordedshearvalu9isth色averageof6breaks､

(b) BirchVeneer;Thicknessll05mm,Moistureconteコte～87,/a

(C) phenoiicResin;PoR63in-SeeReportI,Tat?le1

(d)TestlSpeciman;3Ply-plywoodstripshearspecimen

3Ply-Plywood;--Spread220grpermBofsingleglueline,Presstempt1500C,PresPure15kg/cm2'

PressPeriod8min. ∫

(e) GlueFormula;SeeTable2.

Fig.1;BirchPlywoodStripShearStrength
forPhenolicResinGluesextended

withSoybeanMeal(cf,Table5)
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A.Formnla B.Formula C.Formula

Rat'100fSo去,beanMealtoPhenolicResin

以上 Table5,i及び Figlに示す様に本樹脂の

粘度を高めそして増量目的のために Soybean

Men.1を相当量添加しでも接着力の減少は殆ん

ど認められない｡傭本図かぢ半は 横転反応時間

45分間の樹脂を用 いた場合最も庖好な結果を得

たが反応時間5分間の樹脂を用いた場合で も規

格に十分に合格する値を得た｡換言すれば非常

に低分子量の石炭酸樹脂で もSoybean,如ealで

適乾な粘度を保持せしめるな らば, Ⅰ準用接着

剤として十分に使用し得る｡然し乍 らSoybean

Mealは分散 性が悪いため大量増量する時は

塗布性が著るしく不良となる｡ 耐水率は80%前

後にして Walnut-ShellFlourを添加増量した

場合に比して僅匿劣る｡以上の諸結果は何れ も

日本合板輸出規格 Ⅰ類合板規格に要求している

285】b/in2 (樹種カバに対して)に十分に合格

するのみな ら̀ず 純粋な商業的石炭酸樹脂接着剤

に比し遜色が認められない｡

(B) CornMealを増量剤として用いた場合

本実験は Table4に示すGlueFormulaによって調製した接着剤を用いて行ったo試験結 果 は

Table6,Table7及び Fig2に示す様である｡ノ

以上 Table6,7.及び Fig2に示す様に CornMealで増量した接着剤の常態接着力は甚だ優JI

秀なるも,3時間煮沸水中に浸漬処理 した場合接着力は著るしく減少すると共に木部破断の現象は

殆んど認められない｡即ち耐水率は20-50%にして SoybeanMealを用いた場合に比し劣る｡此

は CornMealの項でのべた様に Cornの主成分は澱粉で蚤白含有量が少ないためであると考えら

れる｡ 然し塗布性質は前者を用いた場合に此し甚だ良好である｡

樹種別による接着力jD差異は Fig2に示す様に,堀岡,盲瀬両氏の報告によるとカバ合板接着

力とラワン合板接着力との問に可成 りの差異を見出して㌧ノ乙が本実験結果では殆んど認められない0
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此が原因は堀同氏等の即 ′lた産着剤 SoliditeNo.1(常温硬化石炭酸樹脂)の `̀Gqp･.FiljingM性質

と本実験に於て向いた接着剤の該性質の差異によるもの と考えられる｡ 換言すれば本樹脂接着剤は

用いた蛋白質が良好な充唱的効果を発揮するものであるよ考えられる｡ 簡 SoybeanMealを用いた

場合 と同様反応時間の非常に短い RT.5の場合で も十分に接着剤 として使用し得る｡

Table6･,BirchPlywood,StripShear/Strength(lb/in2)andWoodFailure(?,'o),foi

ーPhenolicResinCluesextended WithCorn Meal

(a)(b)(C)SeeTable5footnote(a),(b)(C),(a)TesLSpecifnen;SeeTable5fooトhote(d)

(e)GlueFormula;seeTable4

Table7;I･auanPlywoodStripShearStrength(lb/in)andWoodt.Faill叩e(形)for

PhenolicResinGluesLextendedwithO}rn Meal

RT.5 ー

RT.45

Dry

3hr-BoilinWater

WaterResistance-(形)

Dry

3hr-BoilihWater～

WaterResistance(%)

(a)(C)･SeeTable5fooLnote(a)(C)

(b)LauanVeneer;Thicknessl･45tmm,MoistureContent6-8%

(d)TestSpecimen;3Ply-plywoodstripshearspecimen

3Ply-Plywood;Spread220grperm2ofsingleglueline,Pre草stemp150oC,Pressure15kg/cm2

PressPeriodlOmin.

(e)GlneFormula;SeeTable4.
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B.Formula E.Formula F.Formula SoliditeNo.i

GlueFormula (堀岡,古瀬)

があるものと恩はれる｡

(C)WheatGlutenを増量

剤 として用いた場合｡-

本 笑 験 は Table2の

B.Form ulaによって調製

した接着剤を)lriいて 行 っ

た｡ 試験結果は Table8

に示す様である｡

上表に示す様に接 着 力 は

Soybean･Mealを添加した

場合に比し劣る｡僻促進剤

添加量による萎典は5%程

添加した琴合が接着力が最

も良好である｡LjJ十らⅠ報に

於てものべた様に促進剤添

加量は5､%以下にする必要

Table8;B]'rchPlywoodStripShearStrength(1b/in2) andWoodFailure(%)for

PhenolicResinCluesextendedwithWheatGluten.

(b) (1り
BirchPlywoodStripShearStrength&WoodFad;lure

Phenolic

Resin
TestCon°.tion

Accelarater
O%

1th:,･i言 t,I,,
9770caeiadri;it.ei i f.cj,cieiadrdqttie.rn

lb/in2 E yo ilb/inil ⊆ yo

(a)(C).SeeTable5fooLnote(a)(C)

(b)BirchVeneer;Thickness1.42mm.MoistureContent6-8%

(d)SeeTable7fooトnote(d)

(e)GlueFormula;B.FormulaofTable2.

(f)Accelerater;28% AmTnOniaSolution.

(D)単板含水率が合板接着力に及ぼす影響

本実験は Table3に示す GlueFormulaによって調製した接着剤を用いて行った｡試験 結 果

は Table9,及び Fig3年こ示す様である｡

以上 Table9,Fig3に示す様に単板含水率6%の場合の方が接着力は良好である｡この結果W･Z･

DI.SON 氏,J.DEI,MONTE氏 の報告と一致している｡ 周含水率6%の場 合 F.Formulaの 様 に
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Soyl⊃eanMealで大量増量して

も接着力は優秀で日本合板輪田

規格,Ⅰ類合板規格値に合格す

る｡即ちこれによって接着剤の
I

低下価格は著しくするもの主恩

はれる｡ 然し乍 ら塗布性質,汚

染発生の危険等より考察するに

E.Fom ula による接着剤の調

製が安全である｡

(,7u.[Jqt)
･1
1

3uaJ}S
lt:att
S
d!,
)
s

p
o

o

AIJ([d

Fig.3;InfluenceofMoistureContentinBirchVeneer

onPlywoodStripShearStrength

Table9･,InflnencebfMoistureContentinBirchVeneer(b)onPlywoodStripShear

Strength(lb/in2)(a)andWoodFailure(形)-R鶴inUsed;POReSinRT･5→(C)

Moisture(f)
Contentof
BirchVeneer

(001

TestCondition

Dry

3hr-BoilinⅥ7ater

WaterRe3ista二ICe
(形)

Dry

3hr-BoilinWater

WaterResistance
(?,')

A.Formula C.Formula
形 lib/inl'i!Vo

E,Formula

lb/inl,‖ 15

F.Formula G.FJrrhula

(a)(b)(C).SeeTable5foot-note(a)(b)(C).(d)Te3LSpeCimeコ･,SeeTatle5fo〇ト11つte(d).

(e)Glue氏)rmula;SeeTable3

(f)MoistureinVe工手eerattimeofspreding.

(E) OpenAssemblyTimeが合板接着力に及ぼす影響｡

本実験は table4に示す GlueFormula によって調製した接着斉陀 ノか い て行 つ 長｡ open

AssemblyTimeは 5,15,30,60分と変えた｡

試験結果は Fig.4に示す様である｡

即ち図表に見る様に接着力と OpenAssemblyTinle との関係は明確セないが緒に RT,45,
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Fig･4;InfluenceofOpen･AssemblyTimeonBirchPlywood
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D.ForlP tllaによ って 調

製した 奨着剤を用 早た 場

合 OpenA占SemblyTime

･ が15分以上長 くなる時は

耐水接着ブ摘ミ急激に上昇

D†/ する勤 ま注目に値する○

以上要するに60分間位の

I

OpenAssemblyTime (min) OpenA ssemb lyTime(min)

Open Assembly Time

が可能の様である｡

(F) 圧締温疫が合板接

着力に及ぼす影響｡

本実験は前記C IFqrm

ula,C2Formula｣こよ

って調製 した接着剤を用

いて行った｡圧柿温度は

100oC圧榊 寺問は 8,15,20分間とした｡試験結果は-TablelOに示す様である｡

(b) (it)
Table10;InfluenceofiressTemperatureonBirchPly･yvoodStripShearStrength(lb/ini･)

& WoodFailure(形)-ResinGluesUsed;PhenolicResinGluesextendedwithCornMeal

277 1 0 E 427

3hrrBoilin
W"ater

AllDelamination

(a)(b)(C)(a).SeeTaもle5fooLnote(a)(b)(C)(d).

(e)GlueFormulaI,CFormula･.SeeTable4.

CIFormula:PhenolicRe3in 100,CornMeal30,A'ccelerater15.

Cl.Formula:PhenolicResin100,CornMeal 30,Accelerater20.

即ち硬化を促進せしめるために促進剤の添加量を多くした場合C2Formula-その効果は殆んど見
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られす,反って木部破断率が何れ も減少した｡即ち促進剤添加量が多 くなる時は "Glue Line の

pHHは高きア ル カ リ度 を有せしめる結果とな り,これによって木部繊維が損傷或は破壊を受け
メ

るもの と考えられる｡僻圧縮溝度 150oCを用いた前記の諾結果に比して接着力,木部破断率が著 し

く悪 く3時間煮沸水浸漬処理によって全て剥離現象を示した一｡換言すれば100nCの温度,短時間の硬

化時間では締整合反応が十分に完了しないもの と考えられる｡ 散に低分子量である本樹脂は 150oC

の高湿圧蹄を必要 とする｡

(G) Pl,P2Resin土圧締温度 との関係

硬化速度を早 くするためにFormaldehydeのモル比を高 くした場合-PIResin-並びに反応性の

早い m_Cresolを Phenolの一部を置換 して用いた場合-P2ResinTの各樹脂で Table2,B.For

･mulaに示す GlueFormulaによって接着剤を調製 し圧縮温度 との関係について実験を行ったo

試験結果は Tablellに示す通 りである｡

Tablell;GluingCharacteristicsofP1-,P2rRe3inGlueS

(a)SeeTable5foot-note(a).

(b)BirchVeneerI,Thickness1,42mm,MistureContent8,%.

(?)PhenolicResin

PIResin;PhehoIResinmadewith9gram ofSodium hydroxidea∋Catalyst

(RatioofFormaldehydetoPhenolintheResinwas2.5:し0)

Sp･Gr･1･167(200C),ResinContent50･7%,Sp.Viscosity2.43,pH8.8

P2Resin;.n-CresolmodifiedPhenoIResinmadewith9gram ofISodium hydroxidea-iCatalyst

(RatioofFormaldehydetoln-Cre301intheResinwas2･5:0･8:0･2)

sp.Gr.1.167(200C),Resin (±ontent49.0%,･Sp･Viscosity2137,pH 8.早

(d)TestSpecimen;SeeTabl･eL7foot-nc.te(d)

(e) GlueFormula;SeeTable?B-Formula

前表に示す通 りに Pl､P2Resir)を用いた場合で も,耐水性合板規格値に合格せしめるには150cc

の高塩圧蹄を必要 さする.
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1/jf 要 約

低 分子量の石炭酸フォルムアルデヒド樹脂に SoybeanMeal,WheatGlutenの様な蛋白物質を

孫加した接着剤は耐水性合板用接着剤として十分に使用しうる｡

試験結果は Table5-ll,Fig.1-4に示す如 くである｡

ユ･SoybeanMealで増量した石炭酸フォルムアルヒド樹脂接着剤の接着力は良好であるが木部破

'断率及び塗布性が悪い｡

2･CornMealで増量した石炭酸フォルアルデヒド樹脂接着剤の常態接着力並びに塗布性は非常に

優秀であるが,耐水接着力は不良である｡

3.WheatGluten増量石炭酸フォルム7ルデヒド樹脂接着剤の接着性は SoybeanM占alで増量し

た接着剤のそれよりも倭に劣る｡

4.蛋白物質増量石炭酸フォ ルムアルデヒド樹脂接着剤は `̀Gap-Filling"性質を有する｡ そして最

良の接着条件は次の如 くである｡即ち;塗布量 ;40gr/尺 2 圧締温度 ;150cc,圧縮力 15kg/cm2

単板含水率 ;約6%,促進剤添加量 ;0-5%

5.5;3 の比率にて樹脂と SoybeanーMealを含む接着剤でも硬化速度は早 く,耐水性合板規格に

合格する接着性を示す｡此によって接着剤価格を着るしく減少せしめうる｡

6.本実験に於いて用いた石炭酸樹脂の中,POR占sinのRT.45か ら調製した接着剤が最も優秀な接

着性を示した｡

R占sum占

ThevegetableproteinaceonsmtZterials,suchasErOybeanmealaridwheatgluten,car一be

usedinsubstantial amountsasexterldersforphenolicresinFluesoflowmolecularweight.

Theresultsofexpen'mentsobtairTledaregiveninTable5-llandFig.1-4.

(1)Plywoodstripshearstrenかhofextendingphenolicresinglueswithsoybeanmealare

verygood,butpercentofwoodfailurearidspreadir]gcharacterareslightlybad･

(2)Spr.eadingcharacter'arid drybond strengthof exteridingphenolicresingluePwith

cornmealareexcellentlygood,butwetbondstrengthareverybad.

(3)Extendingcharacterofwheatglutenisalittleworsethansoybeanmeal.

(4) Extendingphenolicresingluesl桁thprotejnaceollSmaterialshave"gap-fillingchara-

cterりandthebestgluingconditionsareasfol一ows;

_spread;220grperm20fsingleglueline.

presstemp;1500C

pressure;15kg/cm2
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moisturecontentofveneer;about6%

amountofaccelarater;0-5%

(5)Formulascontainingresin arld protein meterialsintheratioof5:3giverapid-curing

gluelineswhichmeettheestablished standardsforexterior-gradeplywoodwithacon-

siderablesavingingluecost.

(6)As showed in the lower Table,resin glue prepared from RT45ofPO 声eSin are

extremelygood･

(a)Eachrecordedshearvalueistheaverageof6breaks.

(b)Birchveneer;Thickness1.05mm･or1.42mh,MoistureContent6-8%I

(C)PhenolicRerin;POResincontainsphenolandformaldehydeinthemolerations1:1.5,
with6gramsofsodium hydroxidepermoleofphenolascatalyst.

PIResinCOntainsphenolandformaldebydeintheratio1:2.5,with9gramsofsodium

hydroxidepermoleof.phenolascatalyst.
Eii

P2Resin(m-CresolmodifiedPhenoIResin)containsm-Cresol,phenolandformaldehyde

iiitheratio0.2:0.8:2.5,with9gramsofsodium hydroxidepermoleofphenolsas

catalyst(26)

Th/ephenol,formaldebyde,andcatalystaremixedtogetherandwarmedcarefullyuntil

thetemperaturereachers950CtolOOOC.Thenthereactionproductiscooledslowlyto

room temperature,

(a)TestSpecimen;3Ply-Plywoodstripshearspecimen.

3一一PlyPlywood;Spread220grperlm2 0fsingleline,Presstemp1500C,

Pressure15kg/cm2,PressPeriod8-10min.

(e)GlueFormula;PhenolicResin100

Soybean Meal30

Water 30

Accelarater 10 (Mixinginweightratio)
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